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　　　　　　　　　　月面の観測について

　　　　　　　　　　　　　荒　木　　健　児

　大阪の伊達君と京郡の坂井君との御熱心さに動かされて誕生した月面課の

事業を，遊星面槻測に特別な技術を持って居られる前田君に援助してもらふ

ことにした．大艦の槻測方針につV・て前田君から要求されたから，日食に出

敵前のあわただしい時間をさv・て，文献の調査も誠に粗末ではあるが，例を

あげて次に記すこととする．

　月面のどの部分を見たらV・NかとV・ふ問題については，流星や攣光星の揚

煮と同じく，攣化が制明してみる部分を調べることと，攣化があるらしV・部

分を調べることと，これまで誰も能化を見てみなV・部分を特に注意すること

との3種の方針のいつれにも味方出來なv・．各自の自信によって進みたい．

　槻測に要する時閻は人によって一定ではなV・．一度にあまり長い時聞をと

ることは疲勢と非事績性とを増すだけと思ふ．G．　Bacon嬢はl13ミリ屈折機

で皇室低い太陽によってその全貌を示されたVendelinusを15分聞でスケッ

チし，まるい鮎の存在を見てみる．一つの小さい暁火口であらう．一一方，

James　Baikie師の如きは，3時聞近くもかNつて太陽が東に漸く．ヒつたとこ

ろのAristarchusやHerodotusをとってみる．97ミリの機械であるが，これ

は特殊な例である．

　望遠鏡の口径は決して大を望まなV・．M．　Luizard氏の如きは61ミリの機

械で155倍までの倍率を用ひ，：Eratosthenesの攣化を美事に見てみる・フラン

スの雑誌に出てみる氏の報告を讃むと如何にもたのしさうに見える・氏は結

論して口くし赤道儀もなく，運傳時計もないアマチュアの小望遠鏡で十分に

観測の實をあげることが出來る月面親測は特別な興味あるものである■と．

熟練者である氏の倍率には無理はないと思ふ．

　人類は新奇を好むものである．月面に煙をふき出してみる山があるとて大

さわぎした人がをる．わっかに1同の槻測ですぐ決めてしまふのが誤りの種

である．ADos．氏はフランスで最も熱心に月面を観測してみる一人である

が，氏はPosidQniusの内部の片隅にある小さV・山を，6同のスケッチによつ
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て確めてみる，かなり微細な存在でも，6周の槻測（1931年6月一10月）なら

確實である．眼親糊測には幻畳が俘ふことがあるから注意を要する．この鮎

でDos氏の熱心さを贅したい．

　Sheldon博士はAristotelesの中央の山の東側から東南壁の頂上に達する

廣V・谷が横ってみることを見，早速この部分の糊測が更に多く要求されるや

うになった．協同槻測の必要はここにもある．

　槻測国表の型式は杢スケッチを獲表するのが最良であるが，一ケ所にまと

めておいて，少くとも各槻二者はいつでも自由に調べて参考にし，併せて諸

外山の結果を注意することにしたい，特殊の焚見が確められれば堂々と獲表

してよV・，しかし，これは激年後のことである．

暦世よりの各観測地に滞留する圭要人物

北海道　指導憲　竹田助敏授

　第1観測隊（枝幸）　柴田磯釣，瀧木九皐，宮本正太郎，荒木健兇，山本英子，後藤

　　一郎本田實，能田忠亮籔内溝竹内時男，水野千里，佐藤氏，小野原勝，

　　村松勝造，藤田女史，入江女史，旭川師範教師1人・

　　他にチェク國國立プラノ・天文墓よりSl・ul〈a・Hujeτ，∫aschc；k　H・palの4氏・

　　及び支那より南京天女憂の余青松，陳遵嬬，趨女史・

　　更：に支那より北平大聖月露院の縞簡氏・

　第2観測隊（中頓別）小山秋雄，焔心成麿，稻村賢造，河路甲午郎，前田治久，是

　　枝正一，旭川師範山師1人・

　第5観測豫（遠回）高城武夫，大口周作，宮森作造，山本　進，草揚修，津田雅

　　之，垂井増太郎・

北満洲　第4観測隊（呼蠣）指揮智　荒木助鞠受，栗原道徳，上谷良吉，公文武彦，

　　高倉正倉千田勘太郎．

シベリヤ　第5観測隊（オムスク）指揮者　山本教授，乱心通義　堀井政三，濱田

　　東一・


